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市場一刀両断 経済活動の再開を期待も下値リスク残す

2020年6月22日号
（通算85号）

ASEAN市場はベトナム以外は一進一退か

先週は想定通り、調整色を強めた。COVIDを封じ込めているベトナムを除き、今週は経済活動再開と第二波懸念の綱引き相場と

なりそうだ。フィリピン総合指数の下値メドは日足基準線の6000ペソ前後だろう。この水準は戻り相場の二分の一にも匹敵し、

かなり強い下値支持ラインとなる。ただ、戻り高値への顔合わせに挑戦する可能性も残しているが、ここは依然、様子見を基本と

したい。



アナリスト注目銘柄 Cirtek Holdings Philippines Corp（TECH)
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【5G対応を強化】2.75億ドルのコマーシャルペーパーを発行。債務返済と5G投資を積極化している米国子会社への資金供給が
狙い。Quintel USAはすでにアンテナを製造・販売、第2、第3弾の商品開発も進んでおり、収益が急拡大する見通し。
【日柄調整一巡】4月中旬から戻り高値圏での調整相場となっていたが、19日に上放れの動きが出て、先の高値に肉薄。今週、
上抜けなら追撃買い。

Analyst’s Take:   Buy
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妥当株ロボ 週足ロボのスクリーニングでの注目銘柄

週足妥当株ロボを使っての銘柄抽出。今週は中段圏の上抜けパターンでスクリー
ニングした。抽出されたのは下記4銘柄。中段圏の上抜けのため、いずれも戻り高

値圏にある。その分、やや値下がりリスクはあるが、強気のスタンスで攻める投資
家にはお勧めだ。とくに注目したいのはニッケル関連のNI。4銘柄のなかでは最も
勢いがある。
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全銘柄の円建て売買金額（6/19現在）


